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予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 4,566,517,000 円 4,665,277,000 円 102.2％

国庫支出金 2,870,840,134 円 2,510,035,944 円 87.4％

市税 1,949,638,000 円 2,048,414,732 円 105.1％

県支出金 1,567,346,000 円 1,239,853,592 円 79.1％

繰越金 880,683,168 円 880,683,565 円 100.0％

寄附金 627,000,000 円 534,617,000 円 85.3％

市債 791,217,000 円 225,517,000 円 28.5％

その他 2,683,944,000 円 1,333,596,849 円 49.7％

合計 15,937,185,302 円 13,437,995,682 円 84.3％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しく行うべき事務を遂行で
きるよう、一定の基準により国から交付されるお金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産

税などの税金
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【繰越金】前年度から繰り越しされたお金
【寄附金】皆さんから市に寄附していただいたお金
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【その他】財産収入や使用料および手数料、諸収入、国から

の各種交付金など

歳
入
（
収
入
）

　令和 5 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお金
の残金）は、次のとおりです。
　なお、令和 4 年度の一時借入金（年度内の支払資金不足を
補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　令和 5 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、5 億 5,375 万 43 円で、これを
市民一人当たり（令和 5 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人口
17,682 人）にすると、約 3 万 1,317 円となります。
　一世帯当たり（令和 5 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世帯
数 9,297 世帯）では、約 5 万 9,562 円となります。

市民一人当たり

31,317 円

問市財政課 財政係
☎ 35-3716（課直通）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 4,775,752,466 円 4,117,364,041 円 86.2％

総務費 2,955,266,691 円 1,602,763,350 円 54.2％

農林水産業費 1,558,911,044 円 1,202,845,136 円 77.2％

教育費 1,415,969,421 円 1,175,447,502 円 83.0％

衛生費 1,306,515,100 円 1,051,981,284 円 80.5％

商工費 894,877,080 円 599,416,839 円 67.0％

公債費 935,364,461 円 935,364,239 円 100.0％

その他 2,094,529,039 円 1,490,153,007 円 71.1％

合計 15,937,185,302 円 12,175,335,398 円 76.4％

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な人のために使われる
経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【農林水産業費】農林業、畜産業の振興のために使われる経費
【教育費】学校・体育施設・文化財などの整備や、教育の振興

のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の健康を守るために使わ

れる経費
【商工費】商工業、観光の振興のために使われる経費
【公債費】市の借入金の返済のために使われる経費
【その他】市議会の運営や道路整備、防災活動などに使われる

経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別 3,108,638 2,657,176 3,108,638 2,669,018

後期高齢者医療特別 680,822 668,352 680,822 675,383

介護保険特別 3,375,342 3,410,589 3,375,342 2,968,167

産業団地整備事業特別 474,740 474,754 474,740 473,861

合計 7,639,542 7,210,871 7,639,542 6,786,429

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 8,386,426
産業団地整備事業特別会計 980,554
水道事業会計 2,026,931
病院事業会計 3,283

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯当たり

59,562 円

　

令
和
5
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
５
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億
３
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１
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万
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０
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円
（
う
ち
令
和
3
年
度
か
ら
の
繰

越
額
9
億
５
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０
１
万
１
３
０
２
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に
対
し
て
、
支
出
済
額
１
２

1
億
７
５
３
３
万
５
３
９
８
円

で
、
支
出
率
76
・
4
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
41
億
１
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３
６
万
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０
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1
円
で
、
次
に
総
務
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16
億
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０
円
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農
林
水
産
業
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３
６
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な

ど
と
な
っ
て
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ま
す
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出
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令
和
5
年
3
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31
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現
在
の
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算
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２
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３
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９
９
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５
６
８
２
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収
入
率
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・
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す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
の
46
億
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７
万
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０
０
円
で
、
次
に
国
庫
支
出

金
の
25
億
１
０
０
３
万
５
９
４
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円
、
市
税
20
億
４
８
４
１
万
４
７

３
２
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

令
和
5
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。
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付
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株式会社アイロードプラス

福永　栄子 代表取締役社長

起業支援センターでできること MAPHP はこちら

費用について

オフィス使用料　1 カ月…8,000 円（午前 9 時～午後 5 時）
コワーキングスペース使用料　3 時間 …200 円　１日 …400 円　※誰でも利用できます。

付属設備等 パソコン　1 日 …500 円

File.6

エントランスエントランス オフィススペースオフィススペース コワーキングスペースコワーキングスペース

えびの市起業支援センター　☎︎ 27-3077お問い合わせ

インキュベーションマネージャーと事務員が
常駐しています

16室あるオフィススペースは、
パーテーションで区切られています

施設内には専用のWi-Fiも完備されています

いつでも相談できる人がいます。1
資金調達を後押しする仕組みが整っています。2
共に成長できる仲間がいます。3
テレワーク･ワーケーション、小会議、打ち合わせ等ができます。4

えびの市大字永山 1182 番地 1

http://ebino-shien.com/

えびの市起業支援センター

●情報発信事業
●地域振興事業
●旅行事業
●矢岳高原ベルトンオートキャンプ
場指定管理事業

事業内容

川内川

至小林市役所入口

道の駅
えびの

えびの市役所道
車
動
自
州
九

IC

えびの市起業
支援センター

　えびの市起業支援センターでは、起業家の誘致等を行い、その経済活動により地域経済の活性化
を目的とし、創業支援や起業家育成、そして各事業者の相談対応に重点的に取り組んでいます。
　実際に同センターで経営面のサポートを受けた事業者をご紹介します。

　
え
び
の
市
が
大
好
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
立
地
が
良
く
観
光
の
中
心
と
な
り
得
る

場
所
だ
と
い
う
思
い
か
ら
、
え
び
の
市
に
事

務
所
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
起
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下
、エ
ー
ビ
ッ
ク
と
い
う
）

が
で
き
る
と
聞
き
、利
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
エ
ー
ビ
ッ
ク
に
常
駐
し
て
い
る
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
経
営
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

銀
行
な
ど
に
も
一
緒
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
す
る
な
ど
、サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
ま
た
、旅
行
業
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
な
ど

を
し
て
い
る
中
で
、事
務
所
に
常
駐
す
る
人
員

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、エ
ー

ビ
ッ
ク
内
に
事
務
所
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
、

荷
物
の
受
け
取
り
な
ど
を
し
て
も
ら
え
る
安

心
感
も
あ
り
、と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
と
連
携
し
て
い
る
施
設
な
の
で
、

事
業
を
し
て
い
く
中
で
の
信
頼
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
事
業
で
連
携

で
き
る
人
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り
、エ
ー

ビ
ッ
ク
を
利
用
し
て
い
る
仲
間
と
連
携
し
た

り
な
ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
エ
ー
ビ
ッ
ク
の
良
さ
だ
と
思

い
ま
す
。

児童向けサマーキャンプを実施しました

6月4日にもセミナーを開催予定です

　
起
業
や
経
営
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
、
一
度
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
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小
・
中
学
校
教
職
員
新
任
式

教　

育

問
市
学
校
教
育
課  

教
育
係　

☎
35
‐
3
7
2
1
（
課
直
通
）

　

4
月
13
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
令

和
5
年
度
え
び
の
市
小
・
中
学
校
教
職

員
新
任
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に
市
の
教

職
員
に
な
っ
た
22
人（
校
長
3
人
、
教

頭
1
人
、
指
導
教
諭
1
人
、
教
諭
13
人
、

講
師
3
人
、
事
務
主
査
1
人
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
外
赤
隆
志

校
長（
真
幸
中
学
校
）が「
私
た
ち
に
は
、

変
化
の
激
し
い
時
代
を
た
く
ま
し
く
生

き
抜
い
て
い
く
児
童
生
徒
を
育
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。え
び
の
市
は
、キ
ャ

リ
ア
教
育
や
心
の
教
育
の
推
進
な
ど
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
市
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
自
己
研
さ
ん

に
努
め
、
充
実
し
た
教
育
活
動
に
誠
心

誠
意
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」と
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
任
式
終
了
後
、
新
任
教
職
員
は
、

永
山
新
一
教
育
長
の
講
話
と
一
貫
教
育

に
係
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

外赤校長が誓いのことばを述べました

新任教職員の紹介が行われました

議　

会

問

　

4
月
23
日
、
議
員
の
欠
員
の
数
が
法

定
割
合
を
超
え
た
こ
と
に
伴
う
え
び
の

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
開
票
が
行

わ
れ
、
新
し
い
市
議
会
議
員
3
人
が
決

ま
り
ま
し
た
。
当
選
し
た
議
員
の
任
期

は
、
令
和
5
年
4
月
23
日
か
ら
令
和
7

年
9
月
25
日
の
2
年
5
カ
月
間
で
す
。

　

今
後
、
議
案
等
を
審
議
す
る
本
会
議

や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど
に

出
席
し
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な

事
柄
を
審
査
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
当
選
証
書
付
与

　

4
月
24
日
、
市
役
所
本
庁
で
、
当
選

し
た
市
議
会
議
員
に
対
し
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
の
本
坊
常
男
委
員
長
か
ら
当

選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
与
後
、
本
坊
委
員
長
は
、「
市
を

取
り
ま
く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、
難
し

い
問
題
が
山
積
み
で
す
。
一
人
一
人
の

経
験
や
英
知
を
結
集
し
、
市
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

■
議
員
紹
介（
下
段
）

　

当
選
し
た
議
員
を
紹
介
し
ま
す
。

氏
名
、
地
区
／
年
齢
／
党
派
／
期
数
／

議
席
番
号

市
議
会
議
員
に
新
し
く

3
人
が
加
わ
り
ま
し
た

市
議
会
事
務
局 

議
事
運
営
係　

☎
35
‐
3
7
1
8
（
直
通
）

加か
と
う藤 

正ま
さ
よ
し善

苧
畑
／
27
歳
／
無
所
属
／
1
期
／
2

本ほ
ん
だ田 

英ひ
で
と
し俊

尾
八
重
野
／
61
歳
／
無
所
属
／
1
期
／
4

後ご
あ
ん庵 

卯
し
げ
る

京
町
／
47
歳
／
無
所
属
／
1
期
／
3
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医　

療

問 市
立
病
院
に
新
し
く
医
師
が
着
任

市
立
病
院　

☎
33
‐
1
0
2
3
（
直
通
）

　

市
立
病
院
に
新
し
く
医
師
が
着
任
し

ま
し
た
。

■
常
勤
医
師

【
名
前
】
鈴す

ず
き木

康や
す
よ
し義

【
診
療
科
】
一
般
内
科
・
精
神
科

【
診
療
日
】
月
曜
～
金
曜

【
市
民
へ
の
一
言
】

　

5
月
か
ら
市
立
病
院
に
着
任
し
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
宮
崎
大
学
病
院

や
各
地
の
大
学
病
院
な
ど
で
、
精
神
疾

患
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
患
者
の
体
調
管

理
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
健
康
維
持
に
貢
献
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
外
来

　

市
立
病
院
で
は
、
市
出
身
医
師
に
よ

る
外
来
診
療
を
「
ふ
る
さ
と
外
来
」
と

名
付
け
、
4
月
か
ら
診
療
を
開
始
し
ま

し
た
。
協
力
す
る
医
師
は
、
通
常
、
他

の
医
療
機
関
に
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、

医
師
不
足
を
補
う
た
め
に
定
期
的
に
市

立
病
院
で
診
療
を
行
い
ま
す
。

【
名
前
】
北き

た
ぞ
の園

和か
ず
な
り成

【
診
療
科
】
一
般
内
科
・
循
環
器
内
科

【
診
療
日
】
毎
月
第
3
水
曜
（
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

【
市
民
へ
の
一
言
】

　

上
江
出
身
で
す
。
鹿
児
島
市
の
天
陽

会
中
央
病
院
で
、
主
に
カ
テ
ー
テ
ル
の

治
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
月
に
一
度

だ
け
の
診
療
で
す
が
、
生
ま
れ
故
郷
の

医
療
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
心
臓
や
血
管
の
病
気
が
気
に

な
る
人
や
、
以
前
他
院
で
治
療
を
受
け

た
人
は
、遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

協　

働

ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
の
活
動
実
績

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係　

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

相　

談

問 人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

市
総
務
課 

人
権
啓
発
室　

☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と

定
め
、
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
大
切

さ
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、「
全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
所
」の
開
設
や
、
街
頭

で
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
人
が
人
と
し
て
幸
せ
に

生
き
る
た
め
に
最
も
大
切
な
権
利
で

す
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
へ
の

思
い
や
り
を
忘
れ
ず
、
全
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
互
い
に
人
権
を
守
り
、
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か

し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
差
別
や
虐
待
、

い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権
侵
害
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
権
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救

済
し
た
り
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら

皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
相
談
例

　

差
別
を
受
け
た
、
暴
行
・
虐
待
を
受

け
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
、

学
校
や
職
場
で
い
じ
め
や
虐
待
・
体
罰

を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

誹
謗
中
傷
を
受
け
て
い
る　

な
ど

　

法
務
局
の
常
設
相
談
所
や
市
役
所
内

の
特
設
人
権
相
談
所
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
事
前
に
予
約
も
で
き
ま

す
の
で
市
総
務
課
人
権
啓
発
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

【
開
設
日
】毎
月
第
1
水
曜
日

【
時
間
】午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】市
役
所
本
庁
会
議
室

【
人
権
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

■
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
そ
れ
以
外
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

【
相
談
時
間
】

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
に

な
っ
て
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付

す
る
「
ぷ
ら
い
ど
21
市
民
団
体
活
動
助

成
金
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
は
、
ソ
フ
ト
事
業（
ま

ち
づ
く
り
活
動
）1
団
体
と
ハ
ー
ド
事

業（
施
設
整
備
）1
団
体
が
助
成
金
の
交

付
を
受
け
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
と
は
】

　

21
世
紀
を
迎
え
、
私
た
ち
市
民
が
市

内
に
あ
る
歴
史
や
文
化
、
産
業
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
予
算
で
定
め
る
額
を

上
限
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
行
う
市
民

団
体
に
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

※
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
協
働
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊令和 4 年度ぷらいど 21 助成金交付団体（市民団体）活動実績

団体名 活動実績

子育て支援ソラマメ

　えびの市で安心して子育てができるよう、地域と
一体となり、子育て支援活動を行っていくことを目
的に、子育て世帯を対象にしたワークショップ（リ
ラックスヨガ、アロマハンドトリートメント、親子
で足形・手形アート等）を実施しました。
　託児コーナーでは、保育士の免許を有する人や子
育て経験のある人などにも協力してもらいました。
　また、同じように子育てをしている人たちと交流
ができ、1 人で抱えていた悩みや不安などを軽減し、
日頃の育児等で疲れている心身を癒すことができる
ような憩いの場を提供することができました。

特定非営利活動法人
え び の 白 鳥 地 域 森
林・歴史・文化等を
保存伝承する会

　白鳥森林公園内の築 40 年のトイレ棟を解体撤去
し、水洗のトイレ棟を新築したことで、市内外の多
くの人が訪れやすく、快適で癒される環境を整える
ことができました。地域住民による自然環境保全等
の活発な活動の機運を高めることもできました。
　また、白鳥森林公園内の管理棟の屋根、壁、柱等
の改修工事で建物の長寿命化を図ることができまし
た。今後は、隣接の新築トイレ棟と連動し、白鳥森
林公園内の活動拠点施設として各種事業への利活用
の促進が期待できます。

飯野高校生も参加して子育て世帯を対象にしたワークショップを行いました

白鳥森林公園内のトイレ棟（左）を新しくするとともに管理棟（右）の改修工事も行いました

鈴木医師北園医師
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4年ぶりの開催にぎわう

4

30

　グリーンパークえびので「第 6 回カーフェ
スタ宮崎 in えびの」が行われ、国内外の懐か
しい名車 132 台がそろいました。これは、カー
フェスタ宮崎 in えびの実行委員会主催で行わ
れているもので、4 年ぶりの開催でした。
　会場には、市内外から約 8,000 人が来場。訪
れた人は、車と記念写真を撮ったり、車内を見
たり、持ち主と話をしたりしてイベントを楽し
んでいました。

カーフェスタ宮崎 in えびの えびの駐屯地創立42周年記念行事

地域との交流を深める

4

22・23

　「えびの駐屯地創立 42 周年記念行事」が行
われました。
　22 日には、駐屯地で記念式典が行われまし
た。
　23 日には、A コープいいの店前からタイヨー
えびの店前までの県道で、一般陸曹候補生など
によるパレードや、タイヨー駐車場で、車両・
装備品の展示などが行われました。沿道には、
市内外から約 1,200 人が訪れました。

安心安全に生活できるまちに

4

6

　市文化センターで「春の地域安全・交通安全
運動決起集会」が行われました。これは、犯罪
や交通事故のない安心して生活できるえびの市
を目指そうと行われているものです。集会には、
38 団体の約 150 人が参加しました。
　集会では、新入学児童生徒の代表に防犯ブ
ザーなどが手渡されました。集会の最後には、
がんばろう三唱を行い、交通事故防止などへの
決意を固めました。

地域安全・交通安全運動決起集会自転車空気入れ寄贈

子どもたちの安全のために活用

4

21

　真幸地区の大門サイクル商会が市内 4 地区
の中学校に 3 個ずつ、計 12 個の自転車用空気
入れを贈りました。これは、自転車通学の生徒
の安全確保と自転車パンク防止に役立ててほし
いと贈られたものです。
　同商会の大門哲也代表は、「毎日使っている
と空気圧は絶対に減っていきます。子どもたち
が自転車を安全に利用するためにも、ぜひ、活
用してほしいです」と話していました。

水稲の豊作を願って

4

6

　弘泉寺で「水稲豊年祈願」が行われました。
これは、今年の水稲が昨年以上の豊作となり、
えびの産ひのひかりが今後も継続した評価を得
られるよう願うために行われたものです。
　JA えびの市稲作振興会の髙牟礼宏邦会長は、

「令和 4 年度は特 A に届かなかったので、今年
こそは素晴らしいお米を作りたいです。皆さん
の支えを身に受け、米作りにまい進していきま
す」とあいさつしました。

水稲豊年祈願第7回えびの高原山開き

登山客の安全を願う

4

9

　えびのエコミュージアムセンターで「第 7 回
えびの高原山開き」が行われました。
　山開きでは、登山客の安全を願って神事が行
われました。
　えびの市観光協会の林保監事は、「アウトド
ア志向が広がる中、県外や海外からの登山客が
増えてきています。この機会に、関係機関と連
携し、京町温泉や道の駅、えびの市全体がにぎ
わうよう努めていきます」とあいさつしました。

五穀豊穣を願って

5

4

　末永地区で「田の神まつり」が行われました。
これは、五穀豊穣を願って毎年 5 月 4 日に行
われています。昨年、田の神さあのお色直しは
行われましたが、まつりは、コロナの影響もあ
り 4 年ぶりに実施されました。
　まつりでは、地区内にある田の神さあの 1 年
間の汚れを落とし、お色直しをした後、軽トラッ
クの荷台に田の神さあを乗せて地区内をパレー
ドしました。

田の神まつり
株式会社ファスえびの本社センター
落成式

青果物の流通拠点が完成

4

28

　市国際交流センター隣接地で「株式会社ファ
スえびの本社センター落成式」が行われまし
た。同社は、青果物等の梱

こんぽう

包や配送などを行っ
ています。また、地域産業の振興と雇用機会の
拡大を目的に、市と企業立地協定を締結してい
ます。同式には、関係者約 40 人が参加しました。 
　同社の木下太一郎代表取締役は、「他の地域
に負けない物流を目指し、地域振興のためにも
頑張っていきたいです」とあいさつしました。



災害への備えは
　できていますか？

取
る
べ
き
行
動

直
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
！

危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難

高
齢
者
な
ど
の
避
難
に
時
間
が
か
か

る
人
は
、
安
全
な
場
所
に
避
難

自
ら
の
避
難
行
動
確
認

災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
る

問

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係
　
☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

宮崎県土砂災害
危険度情報

（県ホームページ）

宮崎県の雨量・
河川水位観測情報

（県ホームページ）

川の水位情報
（国土交通省
ウェブサイト）

火山に関する情報
（気象庁

ホームページ）

市 LINE
公式アカウント

えびの市防災
ハザードマップ

（市ホームページ）

気象庁防災情報

国土交通省
防災ポータル

　
「
国
民
保
護
」
と
は
、
日
本
に
対
す
る
武

力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
が
発
生
し
た
際
、
国

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
し
、
武
力

攻
撃
等
が
国
民
生
活
・
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

が
最
少
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
の

こ
と
で
す
。
具
体
的
な
内
容
は
、「
国
民
保

護
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ

に
は
あ
ら
ゆ
る
想
定
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
対
応
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
J
ア
ラ
ー
ト
や
報
道
な

ど
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
情
報
が
流
れ
た

ら
、
落
ち
着
い
て
、
直
ち
に
次
の
よ
う
な
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
内
に
い
る
場
合

で
き
る
だ
け
窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の
な
い

部
屋
に
移
動
し
て
頭
部
を
守
る

●
車
に
乗
っ
て
い
る
場
合

車
を
安
全
な
場
所
に
止
め
、
近
く
の
建
物
に

避
難
す
る
（
ま
た
は
車
内
で
姿
勢
を
低
く
す

る
）

●
屋
外
に
い
る
場
合

速
や
か
に
近
く
の
建
物
に
避
難
す
る

●
屋
外
で
近
く
に
建
物
が
な
い
場
合

物
陰
に
身
を
隠
す
か
地
面
に
伏
せ
て
頭
部
を

守
る

土
砂
災
害

火
山
の
異
常
現
象

避
難
に
役
立
つ
情
報

　

気
象
庁
や
国
土
交
通
省
で
は
、
避
難

行
動
に
役
立
つ
防
災
情
報
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
左
の

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
で
は
、
災
害
時
に
避
難
情
報
等
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

え
び
の
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

国
や
県
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
区
ご

と
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
河
川
浸
水

想
定
区
域
な
ど
を
表
示
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

避
難
所
の
場
所
や
避
難
経
路
、
自
宅

周
辺
の
状
況
の
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
お
持
ち
で
な
い

人
は
、
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。左
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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警
戒
レ
ベ
ル
と
取
る
べ
き
行
動

警
戒

レ
ベ
ル５４３２１
行
動
を
促
す
情
報

緊
急
安
全
確
保

避
難
指
示

　

近
年
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
や
台

風
の
発
生
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
頻
発
化

し
、
大
き
な
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
令

和
2
年
7
月
の
豪
雨
で
は
、
熊
本
県
人
吉
市

を
は
じ
め
、
大
規
模
水
害
に
よ
る
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
え
び
の
市
で
も
、
大
雨
に
よ
る
急

激
な
河
川
の
増
水
や
氾
濫
に
よ
る
浸
水
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
る
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
大
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
気
象
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、

避
難
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
災
害
が
起
き
た
場
合
の
情
報
取
得
方

法
や
避
難
に
必
要
な
物
、
避
難
経
路
や
方
法

な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
実
際
に
避

難
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
新
の
気
象
情
報
や
防
災
情
報
を
確
認
し
、

災
害
が
起
き
た
場
合
の
避
難
行
動
や
避
難
先

等
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、「
自
ら
の
命
は
、
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
自
助
の
意
識
を
持
ち
、
も
し
も
に
備

え
て
、
取
る
べ
き
行
動
な
ど
を
事
前
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

実
際
に
災
害
が
起
き
た
場
合
は
、
発
令
さ

れ
る
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
下
の
図
の
よ

う
な
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
等
避
難

大
雨
・
洪
水
・
高
潮

注
意
報（
気
象
庁
）

早
期
注
意
情
報

（
気
象
庁
）

〈
警
戒
レ
ベ
ル
4
ま
で
に
必
ず
避
難
〉

も
し
も
に
備
え
て

○
各
災
害
時
の
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
12
・
13
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

災
害
に
関
す
る
情
報

　

国
や
県
な
ど
が
、
災
害
の
種
類
に

応
じ
て
随
時
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
左
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
、
自
宅
が
安
全
で
あ
る
か
確
認
し
、

危
険
な
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

風
水
害

緊
急
時
に
は
、
防
災
行
政
無
線
で
避

難
の
呼
び
か
け
等
を
行
い
ま
す
。

無
線
の
内
容
は
、
電
話
で
再
度
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

☎
0
1
2
0
‐
23
‐
4
8
4
8

国
民
保
護



地区 番号 避難所名 電話番号

飯野
地区

第 6 飯野駅前地区体育館 33-5035

第 7 えびの市文化センター 35-2268

第 8 飯野地区コミュニティセンター 33-0030

上江
地区

第 12 上江地区体育館 33-4068

地区 番号 避難所名 電話番号

加久藤
地区

第 16 加久藤地区体育館 35-2290

第 17 えびの市国際交流センター 35-3211

真幸
地区

第 20 真幸地区体育館 37-0004

第 22 えびの市老人福祉センター 37-1329

▶▶霧島火山噴火時の指定避難所

◎ 各 災 害 時 の 避 難 場 所 等
　災害に備えるには、事前に避難場所や避難経路を確認しておくことが大切です。各災害時の避難所を掲載してい
ますので、自宅や職場等から近い避難所に印をつけて目につくところに貼ったり、家族で避難所を確認したりする
など、ご活用ください。

地区 番号 避難所名 電話番号

飯野
地区

第 1 飯野中学校体育館 33-0021

第 2 飯野小学校体育館 33-0008

第 3 旧大河平小学校体育館 33-0970

第 4 高野コミュニティセンター

●第 5 えびの市民体育館 33-5332

●第 6 ★飯野駅前地区体育館 33-5035

●第 7

★えびの市文化センター※ 35-2268

えびの市保健センター 35-2446

えびの市防災食育センター 33-0270

●第 8
★飯野地区
コミュニティセンター※

33-0030

第 9 高齢者交流プラザ 33-0984

上江
地区

第 10 旧上江中学校体育館 33-0315

第 11 上江小中学校体育館 33-0133

●第 12 ★上江地区体育館 33-4068

地区 番号 避難所名 電話番号

加久藤
地区

第 13 加久藤中学校体育館 35-1353

第 14 加久藤小学校体育館 35-1351

第 15 尾八重野
コミュニティセンター

第 16 加久藤地区体育館 35-2290

第 17 えびの市国際交流センター 35-3211

第 18 加久藤地区
コミュニティセンター 35-1755

真幸
地区

第 19 岡元小学校体育館 37-2240

第 20 真幸地区体育館 37-0004

第 21 真幸地区
コミュニティセンター 37-3221

●第 22 えびの市老人福祉センター※ 37-1329

第 23 ★中浦自治公民館

第 24 ★南岡松公民館

▶▶風水害時の指定避難所

★は指定緊急避難場所として避難所開設時に優先して開設します。
●は無料 Wi-Fi（ワイファイ）が利用できます。
※は福祉避難所を兼ねています。
福祉避難所とは、主として要配慮者（高齢者・障がい者・乳幼児・その他の特に配慮を要する者）を滞在させるために必要
な居室が可能な限り確保されている施設のこと。

▶▶非常用持出品
日頃から避難時に持ち出す物を準備しておくことが大切です。すぐに持ち出せる場所に置いておきましょう。
次のチェックリストは、持出品の一例です。乳幼児や高齢者など、家族構成に応じて必要な物を備蓄するようにし
ておきましょう。

貴重品
□現金　　　□キャッシュカード　　　□通帳　　　□印鑑　　　□免許証　　　□健康保険証
□マイナンバーカード

非常食品等
□乾パン　　　□缶詰　　　□コップや皿（プラスチック・紙）　　　□水　　　□水筒　　　
□割り箸　　　□缶切り　　　□高齢者や乳幼児の食品

応急医療品 □ばんそうこう　　　□包帯　　　□消毒薬　　　□胃腸薬　　　□処方している薬

生活用品
□衣類　　　□タオル　　　□ティッシュペーパー　　　□軍手　　　□ビニール袋
□雨具　　　□生理用品　　　□紙おむつ　　　□携帯トイレ

その他
□携帯電話　　　□充電器　　　□懐中電灯　　　□電池　　　□眼鏡　　　□入れ歯
□アイマスク　　□マスク　　　□体温計　　　　□消毒液（手指用）

地区 番号 避難所名

飯野
地区

第 1 飯野中学校　グラウンド

第 2 飯野小学校　グラウンド

第 3 旧大河平小学校　グラウンド

第 4 高野コミュニティセンター　広場

第 5 飯野駅前地区体育館　駐車場

第 6 神社原運動公園

第 7 えびの市文化センター　駐車場（東側）

上江
地区

第 8 旧上江中学校　グラウンド

第 9 上江小中学校　グラウンド

第 10 旧上江小学校霧島分校　グラウンド

第 11 上江地区体育館　駐車場

地区 番号 避難所名

加久藤
地区

第 12 加久藤中学校　グラウンド

第 13 加久藤小学校　グラウンド

第 14 旧加久藤小学校尾八重野分校　グラウンド

第 15 えびの市国際交流センター　駐車場

第 16 永山運動公園

第 17 加久藤地区体育館　駐車場

第 18 道の駅えびの　駐車場

真幸
地区

第 19 真幸中学校　グラウンド

第 20 真幸小学校　グラウンド

第 21 岡元小学校　グラウンド

第 22 王子原運動公園

第 23 真幸地区体育館　駐車場

第 24 旧真幸小学校西内竪分校　グラウンド

▶▶地震時の指定避難場所

この避難場所は、地震のとき建物が密集している市街地の
中で安全と思われる公園・学校のグラウンドおよび地区体
育館駐車場を第 1 次避難場所として指定しています。

▶▶避難所への持参品
避難所に避難する際は、必要に応じて次の物などを持参してください（他にも敷物・薬など）。

広報 広報令和5年5月号 令和5年5月号13 12

飲料水・食料品 ごみ袋マスク 体温計 防寒着 毛布



　
「
え
び
の
市
は
、
私
に
と
っ
て
ほ
っ
と
す

る
心
休
ま
る
場
所
で
す
」
と
話
す
の
は
、
ド

ラ
マ
「
夕
暮
れ
に
、
手
を
つ
な
ぐ
」
で
、
広

瀬
す
ず
演
じ
る
主
人
公
の
出
身
地
を
え
び
の

市
に
設
定
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
前
原
香

那
枝
さ
ん
で
す
。

　

前
原
さ
ん
は
、
え
び
の
市
出
身
で
、
現
在

は
東
京
都
内
の
大
学
病
院
に
看
護
師
と
し
て

勤
め
な
が
ら
、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。「
映
画
『
百
円
の
恋
』
が
き
っ

か
け
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
何
を

し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
自
分
と
主
人
公
が

重
な
り
、
映
画
を
見
た
次
の
日
に
は
ジ
ム
を

訪
ね
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
ボ
ク
シ
ン

グ
は
人
を
殴
る
ス
ポ
ー
ツ
で
怖
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
試
合
に
出
る
ま
で

の
準
備
期
間
、試
合
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

勝
敗
と
、
ま
る
で
人
生
の
よ
う
で
魅
力
的
で

す
」

　

コ
ロ
ナ
流
行
中
は
病
院
勤
務
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
の
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
て
き
て
、
昨
年
か
ら
試
合
を
再
開
し
、
6

月
に
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
決
勝
戦
を
控
え
て

い
ま
す
」

　

看
護
師
と
ボ
ク
サ
ー
の
両
立
に
は
、
自
分

の
健
康
が
一
番
と
話
す
前
原
さ
ん
。「
夜
勤

な
ど
、仕
事
を
し
な
が
ら
減
量
を
す
る
の
で
、

体
調
管
理
は
一
番
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
今

は
仕
事
終
わ
り
も
含
め
て
週
5
～
6
日
の
練

習
と
、
週
1
回
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
ベ

ル
ト
を
も
ら
え
る
ま
で
頑
張
り
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

看
護
師
を
し
な
が
ら

ボ
ク
シ
ン
グ
王
者
を
目
指
す

前原 香那枝さん

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

春
風
に
揺
れ
る
若
葉
が
心
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
窪
時
信

　
春
の
や
わ
ら
か
い
風
に
揺
れ
て
い
る
う
す
緑
色
の
若
葉
を
見
る
と
さ
わ
り
た
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

仏
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
清
や
す
こ

■特別館内整理期間
蔵書点検のため、次の期間休館となります。
●休館期間＝6月6日（火）～ 15日（木）
　　　　　　※5日（月）、12日（月）は休館日です。

両
手
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の

季
節
の
草
花
を
そ
ろ
え
て

裏
御
堂
で
活い

け
る
仏
花
は

全
部
で
七
か
所

夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
作
業
だ

こ
こ
に
は
何
の
音
も
聞
こ
え
て
来
な
い

誰
か
ら
も
見
ら
れ
て
な
い

思
い
こ
み
も

思
い
過
ご
し
も

煩
い
も
な
い
空
間
で

花
と
向
き
合
う
だ
け
の
時
間

や
が
て
私
は

心
地
よ
い
達
成
感
に
包
ま
れ

脱
皮
し
た
虫
の
よ
う
に

そ
こ
の
枝
か
ら
離
れ
る

■パネル展「おててだあれ？」
絵本「おててだあれ？」（ KADOKAWA)のパネル展を開催
します。
●開催期間＝6月16日（金）～ 30日（金）

愛
犬
の
「
ミ
ミ
」
の
墓
へ
と
足
が
向
く

庭
の
花
摘
み
声
か
け
供
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
立
夏
・
春
分
と
夏
至
の
中
間
に
あ
た
り
、
光
は
真
な
み
に
強
い
。万
物
が
満
ち
草
木
が

茂
る
。四
十
九
日
が
過
ぎ
て
も
家
族
同
然
の
愛
犬
の
墓
参
り
に
行
か
れ
る
作
者
の
思
い
。

終
り
な
き
戦
争
。迫
害
と
や
さ
し
さ
、
愛
と
は
何
か
！
今
一
度
考
え
て
欲
し
い
昨
今
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

お す す め の 一 冊

めんどくさい図鑑
小学館クリエイティブ 編

（小学館クリエイティブ）

るるぶこどもとあそぼ！
九州

（JTB パブリッシング）

twitter
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（6月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 21日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館 22日（木） 12：45〜16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター 23日（金） 12：00〜15：15

真幸地区体育館 28日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

2日（金）、
30日（金） 14：50〜16：30

■おはなし会
ボランティアの皆さんと図書館スタッフがおはなし会を
行います。参加スタンプをためた人に、図書券をプレゼン
トします！ぜひ、ご参加ください。
●開催日＝6月3日（土）、17日（土）、24日（土）
●開催時間＝午前10時30分～午前11時

広報 広報令和5年5月号 令和5年5月号15 14

女子プロボクサー



働
く
世
代
だ
か
ら
こ
そ
受
け
よ
う
「
が
ん
検
診
」

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

　

日
本
で
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

は
、
年
間
37
万
人
を
超
え
、
過
去
30

年
間
死
亡
原
因
の
第
1
位
で
す
。え

び
の
市
で
も
同
様
で
、
年
間
70
人
ほ

ど
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
国
の
自
治
体
で
、

国
が
定
め
て
い
る
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
の

検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
5
つ
の
が
ん
は
、
他
の
種
類

の
が
ん
と
比
べ
て
、「
検
診
を
し
て

が
ん
を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
で
、病
気
の
回
復
が
見
込
め
る
」

　

国
は
、
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
の
検

診
は
1
年
に
1
度
、
胃
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
検
診
は
2
年
に

1
度
の
間
隔
で
受
け
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
対
象
年
齢
は
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
、
大

腸
が
ん
・
肺
が
ん
・
乳
が
ん
の
検
診
は

40
歳
以
上
、
胃
が
ん
検
診
は
50
歳
以

上
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
5
月
に
が
ん
検
診
の
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。対
象
年
齢

に
よ
っ
て
は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る

検
診
も
あ
り
ま
す
。今
年
か
ら
が
ん

検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

と
い
う
科
学
的
根
拠
が
あ
る
た
め
、

検
診
の
費
用
を
公
費
で
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
は
死
亡
率

を
下
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
た
め
、
主
に
進
行
が
早
い
種
類

の
が
ん
に
つ
い
て
検
診
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は
、
早
期
の
段

階
で
は
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
た
め
、

検
診
で
の
発
見
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
定
期
的
に
受
診
す
れ

ば
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
の
危
険
性
を

確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
作
り
す
ぎ
な
い

　

体
調
や
家
族
の
予
定
な
ど
を
考

え
て
、
作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

③
食
べ
残
さ
な
い

　

作
っ
た
料
理
は
、
早
め
に
、
お
い

し
く
食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

　

お
店
で
の
宴
会
で
は
、
お
酒
や

し
ゃ
べ
り
に
夢
中
に
な
り
、
料
理
が

残
り
が
ち
で
す
。呼
び
掛
け
を
す
る

こ
と
で
参
加
者
の
意
識
も
変
わ
り
ま

す
。「
持
ち
帰
り
た
い
」
と
思
っ
た
と

き
は
、
お
店
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

日
本
で
は
、
年
間
約
2
3
7
2
万

ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
5
2
2
万
ト
ン

が
食
品
ロ
ス
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
日
1
人
当
た
り
茶
わ
ん

約
1
杯
分
の
ご
は
ん
を
無
駄
に
し
て

い
る
の
と
同
じ
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
の
う
ち
、
事
業
系
は

2
7
5
万
ト
ン
で
、
残
り
の
2
4
7

万
ト
ン
は
家
庭
か
ら
出
る
も
の
で
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
は
、
事
業
者
、
家

庭
双
方
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

日
々
の
食
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と

し
た
気
遣
い
や
行
動
で
、
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。食
費

の
無
駄
遣
い
を
防
ぎ
、
ご
み
も
減
ら

せ
る
た
め
、
環
境
に
も
配
慮
で
き
ま

す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
コ
ツ
は
、
3

つ
の
「
な
い
」
で
す
。
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
買
い
す
ぎ
な
い

　

家
に
あ
る
食
品
と
照
ら
し
合
わ
せ

た
り
、
予
定
を
考
え
て
必
要
な
分
だ

け
買
っ
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
の
虐
待
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
に

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

サポート詐 欺に注 意

熱 中 症 予 防はできていますか？

4月の交通事故
発生状況

人　身	 4件
物　件	 19件

本年累計	 10件
本年累計	 90件

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 1件
救　急	 80件

本年累計	 8件
本年累計	 353件

　

高
齢
者
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に

高
齢
者
虐
待
が
あ
り
ま
す
。虐
待
は
、

身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴

る
・
無
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
虐
待
、

食
事
や
飲
み
物
を
与
え
な
い
な
ど
の

介
護
放
棄
、
年
金
を
無
断
で
使
用
す

る
な
ど
の
経
済
的
虐
待
、
性
的
虐
待

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
当
事

者
の
中
に
は
、
一
生
懸
命
介
護
す
る

中
で
、
責
任
感
の
強
さ
や
誰
に
も
相

談
で
き
な
い
状
況
か
ら
心
身
と
も
に

疲
れ
果
て
、
気
が
付
か
な
い
ま
ま
虐

待
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。高
齢

者
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
は
、
介
護

者
自
身
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
も

大
切
で
す
。介
護
は
、
無
理
を
せ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。近
所
と
の
つ
き
あ

い
が
な
く
、
孤
立
し
て
い
る
高
齢
者

世
帯
な
ど
へ
の
周
囲
の
声
か
け
や
見

守
り
が
、
虐
待
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
高
齢

者
や
家
族
を
発
見
し
た
時
は
、
最
寄

り
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2

南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ

う
よ
う
内
）
☎
25
‐
3
3
1
1

東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
さ

く
ら
苑
内
）
☎
33
‐
2
3
7
7

中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
え

び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
え

び
の
涼
風
園
内
）
☎
37
‐
3
0
8
5

　
文
：
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　 夏 本 番 はまだまだ 先と思っている人もいると
思 います が、今 の 時 期 は 昼 夜 の 寒 暖 差 が 激しく、
体 が 暑さに 慣 れてい な い た め、熱 中 症 に なり救
急 搬 送される人 が 多くいます。
　 熱 中 症 を 予 防 するた め に、次 のことに 気 を 付
けて過ごしましょう。
① 室 内 で は 室 温 の 確 認 を 常 に 行 い、高 い 場 合
は エアコン や 扇 風 機、遮 光 カ ー テン、す だ れ 等
で 温 度を下 げて過ごしや すい 温 度を保 つ。
② 日 中 の 屋 外 で は、日 傘 や 帽 子 を 着 用し、日 陰
で の 小まめ な 休 憩、水 分 補 給を行う。
　 上 記 のことを心 掛 けて夏 本 番 に備えましょう。

　サポート詐 欺は、パソコン画 面に突 然「ウイル
ス感 染」などと偽の警 告 画 面を表 示させ、画 面に
表 示され た 連 絡 先 に 電 話をか けさせて、電 子 マ
ネーを利 用してお 金をだまし取るもので す。
○ 被 害 に遭わ な い た め に

・表 示されている画 面 が 偽 物で は な い かと疑っ
てみる
・警 告 画 面 が 表 示されても慌てず に 警 告 画 面を
閉じる

・表 示されている連 絡 先 には 電 話をしな い
・料 金を支 払わ な い
・お かしいと感じたら警 察 に相 談

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g
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狩猟免許試験が行われます

　令和5年度の狩猟免許試験が次のとおり実施されます。
【狩猟免許の種類】

網猟免許 網（むそう網、はり網、つき網など）を使
用する猟法

わな免許 わな（くくりわな、はこわな、はこおとし
など）を使用する猟法

第 1 種銃猟免許 銃器（装薬銃、空気銃）を使用する猟法

第 2 種銃猟免許 空気銃を使用する猟法

【日時・場所】

試験日 区分 開始時間 試験会場

第 1 回 7 月 5 日
（水）

1 次
試験 午前 9 時 宮崎県庁防災庁舎

（宮崎市橘通東 2-10-1）
宮崎県北諸県農業改良普
及センター

（都城市高木町 6464）
2 次
試験 午後 1 時

第 2 回

9 月 7 日
（木）

※わなのみ

1 次
試験 午前 10 時

宮崎県西諸県農林振興局
（小林市細野 367-2）2 次

試験 午後 2 時

9 月 10 日
（日）

1 次
試験 午前 9 時

宮崎県庁附属棟
（宮崎市橘通東 2-10-1）2 次

試験 午後 1 時

第 3 回

令和 6 年
1 月 21 日

（日）
※第 1 種、
わなのみ

1 次
試験 午前 9 時

宮崎県庁附属棟
（宮崎市橘通東 2-10-1）2 次

試験 午後 1 時

【受験資格】宮崎県内に住所を有する人 ※欠格事由に該
当する人は、受験できません。

【受験申込手続き】
［必要書類など］
・狩猟免許申請書
・受験票
・申込手数料（宮崎県収入証紙）5,200円（鳥獣保護法49
条該当者は3,900円）

・返信用切手63円
・医師の診断書

・住民票
・写真（縦3.0㎝、横2.4㎝）※申請前6カ月以内に撮影した
もの

［提出先］西諸県農林振興局
［受付期間］

第 1 回試験 5 月 8 日（月）～ 5 月 26 日（金）
第 2 回試験 7 月 5 日（水）～ 8 月 4 日（金）
第 3 回試験 11 月 20 日（月）～ 12 月 20 日（水）

■事前講習会
【開催日】6月25日（日）
【時間】午前9時～午後5時
【場所】小林市中央公民館
【受講料】1,760円 ※テキスト代込み

※市では、狩猟免許試験に合格し、狩猟者登録した人に
補助を行っています。詳しくは、市農林整備課にお問い
合わせください。
問宮崎県環境森林部自然環境課
☎0985-26-7291
申・問西諸県農林振興局 林務課
☎23-4725
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

おわびと訂正

　広報えびの4月号28ページの「人口」、「世帯数」につい
て、誤りがありました。おわびして訂正します。
■人口

【誤】17,603人（前月比 -37人）
男性／ 8,326人（ -26人） 女性／ 9,277人（ -11人）
転入／ 28人 転出／ 28人 出生／ 5人 死亡／ 42人

【正】16,475人（前月比 -198人）
男性／ 7,753人（ -119人） 女性／ 8,722人（ -79人）
転入／ 117人 転出／ 287人 出生／ 4人 死亡／ 32人
■「世帯数」

【誤】8,222世帯（前月比 -15世帯）
【正】7,704世帯（前月比 -73世帯）

問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

対象 マイナポイント申込期限令和5年2月末までにマイナンバーカードを申請した人 令和5年9月末まで

最大

マイナンバーカードの
新規取得で

5,000円分 7,500円分 7,500円分

健康保険証としての
利用申し込みで

公金受取口座の
登録で

20,000
マイナポイントがもらえます！

　マイナポイントは、選んだ決済サービス
のポイントとして付与されます。マイナポイ
ントを受け取るには、マイナンバーカード
を使ってマイナポイントの申し込みを行う
必要があります。

※ マイナンバーカードを取得した人のうち、マイナポイント第1弾に申し込んでいない・第1弾に申し込んだが、最大5,000
　  円分までのポイント付与を受けていない人が対象

円分の

※

申し込み方法

◯マイナポイントアプリ
　をダウンロードして、
　手続きを行います。

◯全国の手続スポットで、無料で手続
　きを行うことができます。手続スポッ
　トは、マイナポイント事業ホームペー
　ジで検索することができます。

◯市役所本庁や飯野出張所、
　真幸出張所でも手続きを行う
　ことができます。◯専用サイトで手続き

　を行います。

スマートフォン パソコン マイナポイント手続スポット

＜支援窓口＞
場所：市役所本庁、飯野出張所、真幸出張所
時間：午前8時30分～午後5時15分　

マイナポイント または検索※詳しい手続き方法については、
　マイナポイント事業のホームページをご確認ください。

※マイナンバーカードに対応した
　カードリーダーが必要です。

1 2 3
2424HH

マイナポイント
予約・申込サイト 検索 ※土・日、祝日、年末年始は除く。

※申し込みは原則申請者本人が行うこととなっています。
　必ず申請者本人が来庁してください。

ご注意ください
・マイナポイントは、「キャッシュレス決済サービス」で使えるポイントのことです。
  国や県、市町村から現金を直接給付するものではありません。

・マイナポイントは先着順ではありません。慌てずに申し込みを行ってください。

市企画課　政策係　
☎ 35-3712（直通）

お問い合わせ
!
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令和5年度第1回特産品ブランド認
証申請の受け付けを行います

　市では、市内の優れた特産品等を「えびのブランド」とし
て認証することにより、商品の付加価値を高め、消費者等
に地域イメージを高めることで、優良産品の販路拡大や地
域産業の振興を図ります。

【申請できる事業者】
（1）市内に本店または事業所等を有していること
（2）加工食品、民工芸品の生産・加工・製造のいずれかを行

い、かつ、自社商品として販売していること
※この制度は、事業者ごとに特産品を認証するため、他
の事業者がすでに認証されたものと同様のものの申請で
あっても、認証することができます。

【認証品、認証事業者の取り扱い】認証を受けた事業者に
は認証書が交付され、認証期間中は別に定める認証マー
クの使用ができます。また、認証品は、えびのブランドとし
て市ホームページ等で広く周知します。

【受付期間】6月12日（月）～ 7月12日（水）
【申請方法】申請書類を市観光商工課商工係に直接、また

は郵送（7月12日まで必着）で提出してください。
※申請書類は、市ホームページからダウンロードするか、市
観光商工課で取得できます。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

建設産業技術者の資格取得を支援
します

　市では、建設産業従事者の資格取得に取り組む市内の
建設業者等を支援するため、資格取得の経費を補助しま
す。これは、市の社会インフラ整備補修に携わる技術者
等の技術力の向上と担い手育成を図ることを目的に行う
ものです。

【対象者】（1）市内に本店がある建設業者（建設業許可を有
する）および建設関係業者（国・県の登録を有する者）

（2）（1）に所属する常勤の事業主、役員および従業員
（3）（2）のうち令和5年3月31日時点で満40歳以上の人
［※満40歳未満の人］公益財団法人宮崎県建設技術推進

機構が実施を予定している「宮崎県建設産業キャリアアッ

プ支援事業」の活用が優先です。ただし、予算等の関係で
当該事業の受け付けが締め切られていたため申請できな
かった人は対象となります。

【対象経費】（ 1）令和5年4月1日から令和6年1月末日までに
受験した資格試験の受験手数料または同期間内に修了し
た登録基幹技能者の講習受講料（合否は不問）

（ 2）令和4年4月1日から令和6年2月末日までに受講した講
座受講料

【補 助 額】補 助 金 対 象額の2分 の1以 内（ 1人 当たり上 限
50,000円）

【対象者の限度】1事業者当たり1人（女性を含む場合は2人
まで申請可）

【受付期間】7月3日（月）～令和6年1月31日（水）※土・日、
祝日を除く

【受付時間】午前9時～午前11時、午後1時～午後4時
【申請方法】申請書類を市財政課入札・契約係に直接提出し

てください。※申請書類は、市ホームページからダウンロー
ドするか、市財政課で取得できます。
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

「耕畜連携助成」の申請を受け付け
ます

　市では、経営所得安定対策に係る耕畜連携助成の受け
付けを行います。

【助成内容】次の取り組みに対して助成します。
飼料用米およびわら
専用稲、加工用米の
わら利用

作付けする飼料用米およびわら専用稲を
わらに利用する取り組み

水田放牧 飼料作物を作付けする水田で牛を放牧す
る取り組み

資源循環
飼料作物や WCS 用稲の供給を受けた家畜
のたい肥を、飼料作物を生産するほ場に
施肥する取り組み

【助成金額】10アール当たり5,000円以内
【申請方法】必要書類を市農業再生協議会（市畜産農政課

内）に直接提出してください。※必要書類は市農業再生
協議会で取得してください。

【申請期間】6月1日（木）～ 30日（金）
【注意事項】
・資源循環については、冬作での申請やWCS用稲の申請

も可能です。ただし、同一のほ場で複数の助成を受ける
ことはできません。

・1年間を締結期間とする利用供給協定を結ぶ必要があ
ります。
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の追加受け付け
　市では、物品等、清掃・警備・設備維持管理・施設管理業
務の指名願いの追加受け付けを行います。

【受付期間】6月1日（木）～ 30日（金） ※土・日、祝日を
除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分、午後1時30分～午
後4時

【提出方法】市財政課入札・契約係に直接または郵送（ 6
月30日（金）までの消印有効）で提出してください。
※申請書類は、市ホームページからダウンロードするか、
市財政課で取得できます。
※直接の受け付けは、市内に本店または支店等がある事
業者のみです。

【有効期間】令和5年8月1日～令和6年7月31日（1年間）
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

見直そう！農作業の安全対策

　田植え準備など、農作業が活発になる時期ですが、農
作業による事故が後を絶ちません。特に、トラクターで
の死亡事故が全国的に多く発生し、転落・転倒事故が多
数を占めています。日頃から機械の点検を行っていても
思わぬ事故に遭うこともありますので、農作業は危機意
識を持って行いましょう。
　また、この時期は気温が上昇します。小まめな水分補
給や十分な休憩をとり、体調管理に気を付けましょう。
　ほ場で耕運した後は、トラクターのタイヤやロータ
リーについた泥をほ場内で落としてから公道等を走行す

るようにしましょう。
【日頃の心構え】
・トラクターなどで公道を走るときは交通安全に努めて
いるか

・安全フレーム、シートベルト、ヘルメットをしているか
・機械の日常点検で忘れているところはないか
・熱中症対策として定期的な水分補給を行っているか
・小まめな休憩をとるなどの体調管理ができているか
・労災保険への加入の検討
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

ひとり親家庭等の就業支援講習会
「調理師試験準備講習会」受講募集
　宮崎県ひとり親福祉連合会では、調理師試験準備講習
会の受講生を募集しています。

【対象者】次のすべてに該当する人
・宮崎県内のひとり親家庭の母、父および寡婦の人で、調
理実務経験が2年以上あり、県が実施する調理師試験を
受験する人

・講習会に2日間とも出席できる人
【開催日】8月19日（土）、20日（日）
【時間】午前9時～午後4時20分
【場所】宮崎県総合保健センター（宮崎市霧島1-1-2）
【定員】20人程度 ※先着順
【受講料】無料 ※ただし、テキストは受講生負担となり

ます。県内の保健所で購入してください。
【申込方法】必要書類を宮崎県ひとり親福祉連合会に提

出してください。
［必要書類］・就業支援講習会受講申込書
・児童扶養手当証書または母子および父子家庭医療費受
給資格証の写し
※申込書は、宮崎県ひとり親福祉連合会ホームページ

（ http://www.miyazaki-catv.ne.jp/~kenboren/ ）からダ
ウンロードするか、市こども課で取得してください。

【申込期限】6月30日（金）
申・問宮崎県ひとり親福祉連合会
〒880-0007 宮崎市原町2-22 宮崎県福祉総合センター内
☎0985-22-4696
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,655人 （前月比 +180人）
男性／7,894人（+141人） 　女性／8,761人（+39人）
転入／245人  転出／43人  出生／7人  死亡／29人

7,902世帯 （前月比 +198世帯）

4 年 ぶりに 開 催 さ れ た カ ーフェスタ。会 場 は、開 始 時 間
の10 時 から、各 地 から集まる 名 車を 楽し み にしている

たくさん の人でにぎわっていました 。（ 米 原 ）

え び の 駐 屯 地 創 立42 周 年 記 念 行 事 の市 中パレ ード を
取 材しました 。沿 道には多くの人 が 訪 れ 、コロナ前の

にぎわいが 戻ってきていることを実 感しました 。（ 中川 ）（令和5年5月1日現在）

【時間】午前8時30分～午後5時（土・日、祝日を除く）
【申請先】市健康保険課医療保険係

■申請
【受付日時】

①6月13日（火）、14日（水）、15日（木）午前8時30分～午
後7時
②6月16日（金）～ 12月15日（金）午前8時30分～午後5
時 ※土・日、祝日を除く

【場所】①市役所本庁　1-1会議室 ②市健康保険課窓口
【持参するもの】
・国民健康保険被保険者証（対象者のもの）
・特定健康診査受診券（40 歳以上の人のみ）※受診券
は 5 月末に送付

【人間ドック受診概要】
受診期間 申請受け付け後～令和 6 年 1 月 31 日（水）

自己負担費用

9,412 円（ 受 診 費 用 34,412 円 － 市 補 助 額
25,000 円）
人間ドック受診の際にお支払いください。
※節目ドック（40 歳）の人は無料です。

検査項目 胸部レントゲン、胃透視または胃カメラ、便
潜血、貧血検査、特定健診と同じ検査項目

【受診できる医療機関】

えびの市立病院☎ 33-1023、えびのセントロクリニック☎ 33-
5777、えびの第一クリニック☎ 33-0148、若葉クリニック☎
33-3838、前田医院☎ 35-1151

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
【注意事項】
・特定健康診査、脳ドックの重複受診はできません。
・40歳以上の人は、申し込みの際、5月末に郵送する特定
健診受診券（黄色）を回収します。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

軽自動車税 全期

5月31日（水）までに納めましょう。

　 5 月4 日に 行 わ れ た 末 永 地
区の「 田 の 神 まつり」。地 域 の
皆 さんも田 の 神 さあ のように
白 や 赤 で 化 粧 をし 、軽トラッ
クに 乗 って地 区 内 をパレ ード
しました 。

脳ドック受診費用の一部を補助しま
す

　市では、脳の疾患の早期発見、早期治療を目的として、
次の人を対象に脳ドックを実施します。受診する人に対
して、受診費用の一部を助成します。

【対象者】えびの市に住所があって、令和5年4月1日から
令和6年3月31日までに、41歳、46歳、51歳、56歳、61歳
になる人 ※ただし、次のいずれかに該当する人を除く

・市税を納期までに完納していない人がいる世帯の人
・国民健康保険税を納期までに完納していない人がいる
世帯の人

・国民健康保険加入者対象の特定健康診査、人間ドック
の受診者

・医療機関で脳疾患等治療中の人
・加入医療保険で補助制度のある人（ご確認ください）
・受診日に、えびの市に住所のない人
・ペースメーカーを使用している人
・脳動脈瘤クリップ手術を受けている人
・手術等で体内に金属がある人
・妊娠している人

【定員】120人程度 ※定員に達し次第受付終了
■申請の電話予約
申請を希望する人は、事前に電話予約が必要です。

【受付開始日】6月1日（木）
【時間】午前8時30分～午後5時（土・日、祝日を除く）
【申請先】市健康保険課市民健康係

■申請
【受付日時】

①6月13日（火）、14日（水）午前8時30分～午後7時
②6月15日（木）～ 12月15日（金）午前8時30分～午後5時
※土・日、祝日を除く

【場所】①市役所本庁　1-1会議室 ②市健康保険課窓口

【持参するもの】
・健康保険被保険者証（生活保護世帯の人は除く）
・特定健康診査受診券（国民健康保険の人のみ）または
健康診査受診券（生活保護世帯の人のみ）※受診券は 5
月末に送付

【脳ドック受診概要】
受診期間 申請受け付け後～令和 6 年 1 月 31 日（水）

自己負担費用

17,116 円（ 受 診 費 用 42,116 円 － 市 補 助 額
25,000 円）
脳ドック受診の際にお支払いください。
※生活保護世帯の人は無料

検査項目 頭部 MRI、頭部 MRA、頸部エコー、問診、診察、
BMI、血圧、血液検査、尿検査など

【受診できる医療機関】
えびのセントロクリニック☎ 33-5777、池田病院☎ 23-3535、
園田病院☎ 22-2237、野尻中央病院☎ 44-1141

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

人間ドック受診費用の一部を補助し
ます

　市では、国民健康保険加入者を対象に、健康診査（人
間ドック）を実施します。

【対象者】35歳～ 74歳までの国民健康保険加入者
※ただし、市税および保険税を納期までに全額納付して
いる世帯の人（申し込み時に納税状況を確認する同意書
を書いていただきます。）

【定員】300人 ※定員に達し次第受付終了
■申請の電話予約
申請を希望する人は、事前に電話予約が必要です。

【受付開始日】6月1日（木）

問市企画課 情報係　  　　　 ☎35-3714（直通）

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビ
ニ交付サービスを休止します。休止中は税証明書の
取得ができませんので、ご注意ください。

【運用停止日時】
6 月 9 日（金）～ 12 日（月）午前 6 時 30 分～午
後 11 時

■証明書等コンビニ交付サービスを一時休止
　します
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